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Abstract: Our Internship has been introduced into the curricula of Shizuoka Institute of Science and 

Technology (SIST) since 1999. This report presents the discussion about the preparation, the organization 
and the results ofthe internship program conducted in 2015. In 2015, 104 companies in Shizuoka 
prefecture were involved in this program by providing their own internship programs for 245 students and 
123 students participated in the programs. In addition, another 5 students participated in spring. The results 
ofthis program's past 16 years are summarized and its future prospects are presented. 

1.はじめに

本学のインターンシップは， 平成 11 年度に試行を行い，
平成 12 年度から授業の一貫と して単位を付与して実施し

ている . 本制度も開始から 16 年を経過し，企業との相互
理解も深まってきている.また参加学生数もこの 2 年間は

約 100 名に達している . このように，本事業は人材育成の

手段のひとつとして，本学のキャリア教育の中で重要な位

置を占める工事業として定着・している .

本報告は，平成 27 年夏期に静岡理工科大学において行
われたインターンシップに関して，事業計画， 受入企業ーに

対する依頼，参加学生の募集，実習内容， 参加学生の成績
評価，実習結果の総括など， 各段階における経過および結

果を昨年度までのデータと比較可能な形でまとめ， 本事業
によって得られた成果や問題点を明らかにし，来年度以降

の実施に向けた改善に資することを目的としている .
特に，学生および受入企業からの報告書を詳細に分析し，

学生がインターンシップにおいてどのような内容の実習

を行い，成果として何を得たか，また，企業による学生お
よび実習内容の評価などを検討した. さらに平成 11 年度

から平成 27年度までの 16年間のインターンシップ実施結
果を総括的にまとめ，来年度以降のイ ンターンシップに関

する展望についても述べる . また，今年度 4 回目の取り組
みとして平成 28 年春期に行われる春期インターンシップ

についても，その取り組みの概要を紹介する .

2. 平成 27 年度インターンシップの計画

昨年度の申し送りとして，以下の点が挙げられていた .
① 本学のキャリア形成教育が学生に広まってきたこと

により ， インターンシップへの関心も高まり，さらに

学生の応募数が増加することが見込まれる.このこと

から，従来の受入れ企業との関係を深めると共に，さ

らに新規受入れ企業の開拓が必須である.

② 実習生の態度や状況について，企業からの評価の一部
に良好とはいえないものもあり ， 事前研修を通 して基
本的なビジネスマナーを身につけさせる必要性が

年々高まっている .
③ 春期インターンシップのあり方についてより具体的
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に検討する .

平成 27 年度イ ンターンシップは， これらの問題点を改
善するため，以下の事業を取り入れた.

① 新規インターンシップ受入れ企業開拓に取り組んだ.
② 企業側への受入希望調査を一昨年，および昨年同様 4

月に開歩合した .
③ 企業からの全提出物を昨年同様 Web 上で入力できる

ようにし，インターンシップ受入れ申込み，実習報告，

評価作業等の効率化によって企業の負担を軽減した
④ 学生からの書類提出や手続きを主にキャリア支援課

で取り扱い，同時に挨拶や言葉遣いの指導も行った.

⑤ 昨年度に引き続き春期イ ンターンシップを行った

上記施策により ，事務的作業の効率化と簡便化を図りな

がら，学生の積極性の向上と意欲の喚起を図り，より高い
教育効果が得られるインターンシップの実施を目指した .

3. 受入企業への協力依頼

地域社会との密接な連携を特色とする本学の教育の中
にあって，イ ンターンシップ制度は地域産業との連携によ

る， 地域に役立つ人材の育成，地域の企業や地域社会との
交流の推進などの観点から重要な役割を負っている.協力

依頼企業の選定にあたっては，過去 16 年間の受入依煩の

発送状況や，これまでの就職状況などを充分に考底し，以
下の条件で・依頼状送付企業の選定を行った.

① 昨年まで依頼状を送付したが返事の全くない企業，イ

ンターンシップ不可の返事をいただいた企業を削除.

② 平成 26 年度卒業生の就職先企業のうち，通勤可能な
地域の企業を追加.

③ 春期インターンシップに関する企業アンケートにお
いて，夏期インターンジップ受入れが可能と回答のあ

った企業，インターンシップに前向きな企業を追加.
④ 求人ナビ登録企業の中で， インターンシップ受入れが

可能で，通勤可能な地域の企業を追加.

⑤ 通勤可能な地域の市役所，図書館などを数件追加.

上記条件で選考の結果， インターンシップ受入れの可能

性の低い事業所を削除するとともに，新たな事業所を追加
し， 4 月に昨年度と同数の 550 社に対してイ ンターンシツ

プ事業の協力依頼を実施した.その結果， 平成 27 年度に

おいては， 1 04 事業所・ 228 名分(昨年度は 96 t土 226 名分)
の実習テーマ受入申し込みがあった.
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表 1 実習先受入企業一覧表(受入回答企業 104 社、募集人数 228 名、実習実施企業 67 社、実習学生 123 名)

No. 会社名 実習地 ァーマ 期間 日数
受入 実習

人数 人数

株式会社アーティス
浜松市

ウェブサイト制作に関る業務を理解する 9/7-9/18 10 
中区

2 株式会出ST
静岡市 社会に出て働くとはワ実践を過して体感するイ

9/8-9/14 7 10 5 
葵区 ンターンシップ

3 株式会社アイゼン
浜松市 求められる精度と納品質を各工程ごとに実現

8/31-9/11 10 
南区 する

4 
アイァィ ・インターナショナ/レ株式 静岡市

コンテンツとITの実習 8/31-9/4 5 2 2 
会社 葵区

5 
株式会社森町体験の里 アクティ 周智郡

接客を通してーサービス業を学んで頂きます. 8/5-8/18 14 2 
森 森町

6 ASTI株式会社
浜松市 車載電装品、文は制御機器の設計評価/製造

8/24-9/4 10 
南区 工程分析の補助

7 
天方産業株式会社(サ-;\.とわトワー 浜松市

サーノ〈とネットワークについて 8/31-9/11 10 
ク) 中区

8 
天方産業株式会社(電子 ・制御シス 浜松市 電気 ・電子・機械・情報通信のシステム機器と部

8/31-9/11 10 
テム) 中区 品取扱い

9 株式会社出雲殿
浜松市

実施店舗によってテーマは異なる(要相談) 8/5-8/11 7 2 2 
中区

株式会社ウィンウィンピーターパ 静岡市 パン作りを通して、お客機に喜んでいただける
9/2-9/4、 9/7、

10 9/9 5 2 2 
ン(あおいの杜) 葵区 仕事をする . (あおいの社・静岡市葵区)

9/2-9/6 

11 
株式会社ワインウィンピーターパ 静岡市 パン作りを通して、お客様に喜んでいただける

8/5-8/10 6 2 2 
ン(するが工房) 駿河区 仕事をする . (するが工房・静岡市駿河区)

12 
株式会社クインウィンピーターパ

焼津市
パン作りを通して、 お客様に喜んでいただける 8/ 13-8/15 、

9 2 
ン(小変市場) 仕事をする(小変工場・焼津市) 8/26-8/31 

13 
株式会社ェーピーアイコーポレー

袋井市
微生物を用いての発酵実験及び発酵液からの 8/5-8/7、

8 2 2 
ション袋井工場 有用物精製実験 8/17-8/21 

14 
株式会社エキスパートパワーシズ 静岡市

技術職 8/17-8/21 5 3 3 
オカ 清水区

15 エズカ工業株式会社 懲図市
機械等の部品製作の補助、検査、組立、及び

9/1-9/12 10 
事務業務

16 NNP電子株式会社 磐田市
電子制御機器の試作補助、実験、データ取り、

8/31-9/11 10 
検証

17 株式会社オーミ 磐岡市 ものづくりの基本となる金型作りを体験する 9/14-9/24 9 2 2 

18 株式会社小楠金属工業所
浜松市

fr'l密機能部品の切自1)加工と生産技術 8/31-9/11 10 
西区

19 株式会社かきこや
浜松市

明るく元気な接客 9/1-9/11 10 2 2 
中区

20 掛川市役所 掛川市 地方行政事務 9/14-9/19 5 

21 
小泉アフリカ ・フイオン・サファリ株

裾野市 ふれあい動物の提供 8/12-8/25 14 
式会社(富士サファリパーク)

22 株式会社コーリツ 童書田市 マニュアルトランスミッション部品の組立作業 8/17-8/28 10 2 2 

23 株式会社サイダ・UMS 焼津市 物造りの現場を実際に見て、面白さを体験する 8/31-9/11 10 2 2 

24 株式会社サンテック 藤枝市 自動化装置の製作過程及ひ・基本構成の修得 8/31-9/11 10 2 

25 三明機工株式会社
静岡市 世界トップ水携のロボットシステムメーカーのモ

8/31-9/4 5 4 4 
清水区 ノづくりの魅力

26 株式会社静岡制御
静岡市

制御盤製作の基本知識習得 9/7-9/18 10 2 2 
葵区

27 静岡ビノレサービス株式会社 袋井市 建物、維持管理 8/31-9/11 12 

28 株式会社システック
浜松市 インターンシップを通して、「何のために働く

9/7-9/17 9 2 2 
北区 かJ r働く怠ー味 ・意義jを考える

29 株式会社静鉄ストア 掛川市
食に触れる(接客、販売、 製造、消姉、荷出しな

8/17-8/23 7 
ど)

30 株式会社機紫鉄工所 掛川市
マブフー製造工程の実習とエクセ/レを使った

8/17-8/28 10 2 2 
管理資料作成

31 杉山メディアサポート株式会社
浜松市 画像処理・デザイン・SE ・プログフマ ' web デザ 9/3、 9/4 、

5 3 3 
北区 イン 9/7-9/9 

32 
鈴与、ンステムァクノロジー株式会 静岡市

チームで協力してひとつの仕事を完成する 9/7-9/11 5 
社 清水区

33 社会福祉法人塑隷福祉事業団 袋井市
日本最大級の社会福祉法人で医療・保健・福 9/3 、 9/4、

5 
祉・介護サービスについて知ってください 9/8-9/10 

34 
タイコエレクトロエクスジャパン合

掛川市
世界絞高水準にある製造技術とそれを下支え

9/7-9/11 5 2 2 
同会社 する改善活動を体験する
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35 高松電機株式会社
浜松市

自動制御装置の組立等 9/7-9/18 10 2 2 
東区

36 株式会社岡子重 焼津市
ふだんの生活を支えるスーパーマーケットで働

8/17-8/28 10 3 
いてみませんか

37 株式会社田島鉄工所 富士市 製造工程における基礎体験 8/5-8/11 5 4 4 

38 
農事組合法人茶夢茶喜ÿ.ランド 牧之原

食を支えるのは般家だけではない(茶) 8/31-9/4 5 6 2 
菅山岡(茶) 市

39 袋井市 月見の星学遊館 袋井市 文化施設での事業の企画運営を体験できます 8/8-8/23 10 2 2 

40 
東海サーモエンジニアリング株式 浜松市

空調設備の設計実習、 冷媒配管加工実習
9/7-9/9、

5 
会社 東区 9/11 、 9/15

41 東名電機株式会社 富士市 百己霞盤・ I~IJ御盤の組立 8/31-9/11 10 2 2 

42 株式会社特電 沼津市
社会人とは?特電とは?電気の基礎からシー

8/17-8/28 10 5 
ケンス制御まで

43 盛川信用金庫
愛知県

研修センターでの講義及び営業店職場実習 8/10-8/14 5 3 
豊川市

44 坐橋鉄道株式会社
愛知県

大卒総合職における職場実習 8/17-8/28 10 
堂橋市

45 ーチアス株式会社袋井工場 袋井市 生産伎術開発及び製造業務の補助 9/7-9/11 5 

46 法多山 尊永寺 袋井市 参拝者の回線を大切にした境内管理 9/4-9/8 5 3 3 

47 浜松鉄工株式会社 磐田市
加工部品の工程設計~機械加工~出荷まで

9/1-9/14 10 2 2 
の作業を行う

8/6-8/12 

48 袋井市役所 袋井市 一般行政事務の補助、事業運営の補助など 8/20-8/26 5 3 3 

8/27-8/31 

8/5-8/7、

8/23-8/25 、

49 富士川まちづくり株式会社 富士市
遊びゃ体験を通して子供達に科学の不思議を 8/29 、 8/3 1

8 2 2 
伝える 8/5-8/7、

8/26-8/29、

8/31 

50 富士市役所 富士市 一般事務職、技術職他(要望により網整) 8/17-8/21 5 2 2 

51 
富士ゼロックス自1.岡株式会社浜 浜松市 セ.ロックス複合機を活用した、オンテ.マント.印刷業

8/31-9/11 10 
松支店 ODPC 中区 務の流れを学ぶ

52 株式会社プレテック 焼津市 物づくりの実体験 8/17-8/28 10 2 2 

53 株式会社ブローチ研削工業所
浜松市

ワイヤー放憶力日工などの精密加工及び測定 9/10-9/18 7 2 2 
東区

54 ベノレファーム株式会社 菊川市 ノ、ウス1決闘(トマト栽培) 8/5-8/11 5 3 2 

55 ポーラ化成工業株式会社 袋井市 製品品質検査(受入~出荷) 8/17-8/21 5 

56 
株式会社マイスターエンジニアリ 東京都

外観検査装置デモ機の作成 8/31-9/4 5 l 
ング東京本社 大田区

57 松本印刷株式会社 吉岡町 営業、制作、印刷、仕上加工 8/17-8/21 5 

58 焼津市立焼津図番館 焼在住市 図書館業務一般 9/9-9/13 5 

59 矢崎化工株式会社
静岡市

現場改善機器の設計・製作体験等 8/17-8/21 5 l 
駿河区

60 やまと興業株式会社
浜松市

商品開発 9/7-9/18 10 3 3 
浜北区

61 
ヤマハモ ターエレクトロークス株 周智郡 (未定)<昨年度実施内容〉技術試作と評価に関

9/7-9/11 5 2 2 
式会社 森町 する実習

62 ユーインフォーメーション株式会社 掛川市 ソフトウェア開発又は品質検査 9/7-9/18 1 日

63 ユニクラフトナグラ株式会社 t~1西市 生産改善・マシンオペレータ 9/7-9/18 10 2 2 

64 ユニ ・チャームプロダクツ株式会社 掛川 |市 製造全般 8/17-8/21 5 3 3 

65 リンナイテクーカ株式会社 掛川|市 作業工程管理 8/24-8/28 5 2 

66 株式会社レオパレス 2 1
静岡市 ビ、ジネスマナー/接客マナーの習得や、マーケ 8/17-8/21 

5 3 3 
葵区 ティング活動を通しての企画立案 9/7-9/11 

67 株式会社ロジック
浜松市

システムエンジニア ・プログラマー 9/7-9/18 10 3 2 
中区

68 六興電気株式会社
静岡市

施工管理業務、事務補助業務の体験 9/3-9/9 5 2 2 
葵区

8/24-8/28 

ホームページの更新作業 or イベントの運営補
9/9-9/ 10、

69 菊川市役所 菊川市
助

9/ 11 、 9/13、 5 3 3 

9/14 
9/15-9/19 

70 
株式会社セイユ- 1富士芝川工 富士宮

8/17-8/22 6 
場 市

一一一一一一一一 一一一
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表 2 実習学生の学年・学科別人数 表 3 実習企業地域別内訳

学科 2年 3年
院

計
1 年

県・市名 ネ土数 県・市名 社数 県・市名 社数 県・市名 社数

機械 1 39 40 浜松市 15 富士市 4 湖西市 2 裾野市 1 

電気電子 28 28 静岡市 9 掛川市 3 沼津市 2 藤枝市 1 

物質生命 l 20 21 磐田市 5 焼津市 3 森町 2 富士宮市 l 

コンピュータ 21 21 東/'R都 5 神奈川県 2 愛知県 2 牧之原市 l 

人間情報 2 11 13 I 袋井市 5 菊川市 2 香川県 1 吉田町 1 

大学院

計 4 119 

表 4 インターンシップ事前・事後研修会、報告会 出席者状況

学科 第 1 回 第 2 回

機械 65 

電気電子 58 

物質生命 56 

コンピュータ 33 

人間情報 33 

大学院 。

言十 245 

景気概況的には平成 27 年度は昨年に引き続き円安やア
ベノミクスによる株高を背景に明るい見通しが続き，後半

若干世界経済が不安定になったものの，企業の新卒採用意

欲は高く，受入れ企業数，受入れ可能募集人数ともに昨年
よ り増加した . これは本学のインターンシップ制度への地

元企業の理解が広まってきた事と， 依頼企業の選択に閲 し

て，事務局職員の多大なる努力の成果である .

4. 参加学生募集と派遣企業の決定

4 月の履修ガイダンスなどを利用し， 全学学生に対して
事前研修およびインターンシップ実習への参加要請を行
った. また，報告書の提出と報告会および事後研修全てに

参加しなく ては単位の取得ができないことを告知した. そ
の上で，インターンシップ参加希望者には 4 月 14 日 の第

1 回の事前研修をはじめとして， 全 3 回の事前研修を実施

した . 参加希望学生と派遣企業の決定に当たっては， 受入

企業側から提示された「実習テーマJ をもとに， 学生が実
習内容をよく検討した上で希望企業を選定し，第 5 希望ま

で‘の受付を行った. 希望学生が実習定員を上回った企業に
ついては，学生の意欲や専門分野と実習内容の関連等を考
慮して選考を行った. また， 学生の通勤の可能性について

も検討し通勤に特に時間がかかりそうな学生については

個別に確認を行い，派遣学生を決定した . このように，極
力学生の希望が優先されるよう配聴し， 67 社(昨年度は 61

社)に 123名(同 98名)の実習生を派遣する こ とができた.

実習生を派遣した企業ごと の実習期間，派遣実習生の人数
などの一覧を表 l に示す. また表 2 および表 3 に， 学年別

および学科別の実習生数の内訳および受入企業の地域別
内訳を示す.

5. 事前教育について

前述したように， 4 月 14 日から 3 固にわたり事前研修
会を開催 し， インターンシップを受けるにあたり，基礎的
必要事項や心構えなどを説明した第 1 回事前研修は， 245

名(昨年度は 238 名)の参加があり， 300 講義室での開催
となった. 第 l 回事前研修の内容は， インターンシップの

概要とインターンシップに参加する上での考え方や心構

え，履修手続き等について説明を行った.また，近年採用

45 

35 

28 

23 

17 
。

148 

第 3回 報告会 計(のべ)

39 38 187 

25 28 146 

22 18 124 

20 21 97 

14 1 65 
。 。 。

120 106 

に際して特に重視されている社会人基礎カについて改め
て紹介し，このカを養うためにインターンシップを役立て

ることができることを強調 して，動機付けを行った.第 2

回事前研修では，先輩による体験報告，および，実習先決
定報告書や履歴書等の作成についての説明を行った. 第 3

回事前研修では，実習に出向くにあたっての諸注意事項，

報告書類等提出物の説明をおこなった. 以上 3 回の事前研

修によって，学生の動機を十分に高めるとともに，ビジネ
スマナーの重要性に関する理解の徹底をはかった.

近年は，初年次からキャリア形成教育がカリキュラムに
組み込まれ，十分なキャリア教育が行われているため，昨
年同様事前研修は 3 回とした 3 回にわたる事前研修によ

って明確な目的意識を持った学生を実習先に送ることが

できたと考えられ，回数に関しては 3 囲で必要十分である
と思われる . 事前研修への参加者数を表 4 に示した. 各事

前研修はビデオに収録し，事前研修当日 に実験 ・ 実習やそ

の他の理由により参加できなかった学生も，後日 DVD を見
て内容に関するレポー トを提出する ことによ り，事前研修

の補訴を受けることができるよう配慮 した . また， この
DVD は春期インターンシップの事前研修にも利用した第

l 回事前研修参加者 245 名(昨年度は 238 名)の内， 123 名
(昨年度は 98 名)が企業実習を行 う こととなった. 第 l

回事前研修参加者中の実習参加率は 53. 叫(昨年度は

41. 2先)となり， 参加率は昨年度と比べて増加し， 参加人数

も昨年度を 20 名以上上回った. ここ 3 年は概ね 100 名の
参加者を得ており，本年度は過去最高の参加人数になった
ものの，遅刻や無断欠席による不合格者も 5 名に上った.

従って，いたずらに参加者数 ・ 参加割合を増やす段階は過
ぎ，今後は学生のキャ リ アへの覚醒を促しながら，インタ

ーンシップ参加者の質を上げるべき時期になっていると

言える.

6 . 受入企業数と参加学生数の推移
インターンシップの実習を行うにあたって，まず本学と

実習生受入企業との間で“覚え書き"を作成した . これは

双方の義務や責任を明らかにするとともに，万一の場合に
備えて，実習生の受入に関して大学および企業の双方が遵

守すべき事項を確認するためであ り，双方が署名捺印 した .
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表 5 インターンシップ実習テーマの分野別分類

[機械設計・開発・などの分野]
産業用機械器具の設計・製作・メンテナンス. 機械制御装置
の設計・試作・販売 . 試作機の性能確認. 自動化・省力化装

置及び各種検査装置等の設計・製作.物流改善機器・福祉
介護機器・プラスチック製品 ・ 自動車内装部品の開発 ・生産か
ら販売. 輸送用機器部品製造と光技術応用製品の開発 ・製

造・販売

[生産・機械加工・試作・もの作り・などの分野]

自動車・オートパイ用クラッチ ・製造物づくりの基本となる金

型作りを最新の設備と職人の技と若手技術者が一体となった

物づくり.自動車・オートパイ・農業機械等の精密機能部品製
造銑鉄鋳物製造(プレス金型用，工作機械・産業機械用鋳
物製造).自動車輸送用機器部品製造販売. 二輪用マフラー

製造.各種プラスチック生計加工品の製造.二輪車・四輪車・
汎用機械用エンジン部品及び車体部品の製造. ゼロックス複

合機を活用したオンデマンド印刷業務全般. チラシ ・カタログ・

パンフレッ卜 ・広報誌などの紙媒体としての印刷.ベーカリー

(製造ノj、売業) .紙オムツ ・生理用品等の製造.

[検査・測定・実験・などの分野]

空気調和設備(温度・湿度・空気清浄度などの室内環境の調
整) .電気・電子・機械・情報通信のシステム機器と部品取扱
し\

[電気・電子関係の開発・実験・などの分野]
車載電装品 ・ホームエレクトロニクス ・情報通信機器・制御機

器等の製造・販売. 自動車用コネクタの開発・生産. 生産工場
の設備(自動制御装置)の設計・製作・施行. 輸送機器などの
電装部品の開発・製造・販売. 電気 ・通信機器や放送用機器

など、の多様な製品のLSI設計ソフトウェアの開発 ・ハード、ウェア

人数
250 r一

-受入事業所数 |

- 実施事業所数
200 募集実習生数

- 参加学生数

-単位取得者数
150 ト- )

127 

50 

。

ECO製品の設計開発・製造.配電盤・制御盤の設計・製造精

密自動車部品 ・精密家電部品の製造・計測器・ロボット、ンステ

ムの開発 ・製作. 電気設備工事の施工管理

[物質科学関係の開発・実験・などの分野]
発酵技術を駆使した医薬中間体・原薬の製造.農業(モモ，ブ
ドウ， キウイ) ・ジャム製造販売・農業教育. 化粧品製造・研究か

ら生産まで一貫した体制でもの作り .

[情報関係などの分野]

ウエブ、サイトの構築と運営・ICT ソリューションの提供・インター

ネットを利用したメデ‘ィア事業・ウェブシステムの研究開発及び

提供・インターネット通販事業. コンテンツ(映像系・Web 系)制
作'IT システム構築. 物流・商流・航空など幅広いシステム開
発やデータセンター・ネットワークサービス・客様にトータルソリ
ューションを提供するシステムインテグ、レータ.

[企業経営・管理・などの分野]
山と川に固まれた自然の中でスポーツや工芸体験ができる観

光施設の接客サービス. 水産製造加工メーカー直営のマリン

ステーションの接客サービ‘ス. 金融業.職場体験・グ〉レープワ

ーク.スーパーマーケットにおける業務. ビ、ノレマンション総合

管理.自動車の買取・販売. ホテノレにおける業務. ファイナン
シヤノレプラン業務. 農産物を生産から販売する地域資源、プロ
デユース業務自動車ディーラ

[福祉活動・団体活動などの分野]
地方行政事務.地方公共団体事務. 公共文化施設における

業務. 境内管理(清掃・まき割り・伐採など) ・受付業務(参拝者
への応対など) . 図書業務田 子供科学体験館・プラネタリウムで
の運営補助と接客業務.

226 228 

175 

平成18年 平成19年平成20年平成21年平成22年平成23年平成24年平成25年平成26年平成27年

図 l 受入企業等の数および参加学生数(10 年間の変化)
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図 2 参加学生数の内訳 (10 年間の変化)

また学生は実習に先立つて，参加申込書の提出時に助言教
員の承認をうけることになっている . これは本学教員への
連絡だけでなく，学生が白から参加の意思を示すことで，
キャリア教育への参加の機会を増やすためでもある.

インターンシップ実習は， 8 月 5 日から 9 月 24 日まで
の本学の夏期休業期間中に各企業において行われ， ì借り無

く終了することができた. 各事業所における実習期間中は，

インターンシップに対する協力の御礼と学生の実習状況

の視察を目的として，受入れ企業に担当教員が出向き ， 実

習受入担当者と面談を行った.
本年度に各受入企業等において実施されたインターン

シップの実習テーマについて分野別に分類したものを表
5 に示した.また，本学でインターンシップを実施した 10

年間の受入企業数，実際に実習を実施した企業の数，募集
学生数，参加学生数， 単位取得学生数の変化を図 l に示し

た.今年度は受入れ企業 ・ 実施事業所数 ・ 募集実習生数は

昨年とほぼ同等だったが，参加学生数が，キャ リ ア形成教

育の成果が現れ，昨年よりも大幅に増加した. 10 年間の

参加学生の累計は 817 名となった. 参加学生の学科別内訳
を図 2 に示した. 本年の特徴は，機械工学科 ・ 電気電子工
学科の学生の参加人数が増加 したことである .

7. インターンシップで学生は何を得たか?
以下では，学生の実習報告に基づいて，実習によって得

られた成果，実習を行った感想， 実習に関する反省などに

ついてまとめた結果を報告する .

7. 1 実習内容
学生が実際に行った業務内容の詳細を事項別にまとめ，

よく行われていた主要な業務内容を図 3 に示す r製作，
組立，加工J が 36. 6%， r営業，接客，販売」は 18. 7犯で

あった. 昨年度とほぼ同様の値であった目 「実験，測定，試
験，分析」 は 5. 7%で昨年の 1/2 で、あった. 実験、測定を

もう少し多く実習でしてほ しかったが，景気がよく，企業

の持つ機械の稼働率が高くなり ， 結果的に実験，測定作業

の余裕がなくなった可能性もある.
7. 2 実習によって得られた成果

「実習の成果」 についてまとめたものが図 4 である. 1 
位の「企業や職場の雰囲気がわかった」は 28 . 2覧， 2 位の

「人との付き合い方，会話の重要性」は 18. 7犯で，その他
の項目も昨年度とほぼ同率であった. どのような職場へ行
っても，学生の感じる所は等しいと思われる .

アンケートの自由記入欄に“実際に企業に行って職場の

雰囲気，仕事への責任の重さなどを体感できて貴重な体験

が出来たと思います"など，インターンシップでの実習が

自分のためになった旨の記述が多くみられた. さらに、“5

日間は短く感じてしまった 10 日間ぐらいが適切"など実

習期間延長の要望も数件あった

7. 3 実習に関する感想、
「実習に関する感想、J についてまとめたものが図 5 であ

る. 1 位の 「貴重な体験ができたJ は 26. 3札 2 位の「経
験を生かして自分の進路をきめたし 、」は 17.0協で昨年度 4

位であった. 今回も経験を生かし今後につなげる目的は達
成されたと考えられる .3 位の「実習担当者の助言がため
になったj は， 昨年度 6位であった.インターンシップ先

の配慮が垣間見える.さまざまな仕事から充実感を味わえ
たものと恩われる r問題点の解決が面白かったJ は 3 . 械

であり，昨年度の 3. 5%と比べほぼ同率である .
インターンシップは， 現実の厳しさを知り ， 自分の進路

を決めるためのトリガを与える貴重な機会を提供してお
り，重要な実習の一つであると思われる . 今後も， 多くの

学生をインターンシップに参加させる方策を検討してい
く必要がある.

7.4 実習に関する反省
実習に関する反省として記載された事項を整理したも
のを図 6 に示す.昨年度 4位の 「 うまく話や説明ができ

なかったJ ことが 20%で l 位に， rもっと質問するべきだ
った」 が 18%で 2 位になった 昨年度 3位であった「基

礎的，応用的な知識が足りなかった」 は、 今年度 4位に

なったが，昨年度とほぼ同率で 1 7. 7秘から 16%になった.
本学学生の実力不足が感じられる.第 3位の「集中力が

途切れてしまったJ は，昨年度の 4位 13. 4%から 17%に

なってしまった 1位から 4位まではほぼ同じような率で，
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順位については昨年度に比べて変化しているが，本質的
には昨年同様であると言える

アンケートの自由記入欄に“富士宮の市役所もインター

ンシップに加えることは出来ないか"“菊川市役所でもう
l 週間増やしてほしい"との意見があった.受入れ先企

業の開拓に対する要望が多いように思われる.また， r 日

程や服装、実習に必要なもの等に関する情報をもう少し早

く知りたかった. (今回は実習が始まる直前に資料が郵送
されてきた)J , r求人ナビの募集の時点では組み込みシス

制作、 組立、加工

営業、接客、 販売

ソフトウェア開発、 HP作成

実験、測定、試験、分析 己ニコ 5.7%
品質管理、検査 E二二コ1 4.9%

CAD、図面設計、画像処理 二二二コ 4.1%

その他

テムについて書いておらず，インターンシップマッチング
会で実習内容に組み込みシステムがあることを知ったの

で，募集の方にも記載してほしかったですJ など事前準備

に関わる情報提供を求める意見があった.情報提供は早期

に確実に行う必要があると考える. また，“準備期聞を増や
してほしい"などの意見もあった.これらの要望につい

て，すぐに対応することは難しし、かもしれないが，徐々に

改善していく必要はあると感じた.

1 36.6% 

者3.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 

図 3 実習内容の詳細

企業や職場の雰囲気がわかった H

人との付き合い方、 会話の重要性

企業の現場を見ることができた

仕事に対する熱意、緊張感、厳しさ 18.6% 

慎重かつ正確な作業の重要性 ー 12.5% 

学生と社会人、 大学と 企業の相違 ， 9.8% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 

図 4 実習によって得られた成果

貴重な体験ができた

経験を生かして自分の進路を決めたい

実習担当者の助言がためになった

製品を作ることの大変さを実感した

社会人の責任の重さを実感した

実習期間は充実していて短く感じた

仕事の楽しさが分かつた 担 16.6%1 

問題点の解決が面白かったこ二二コ 3.8%

12.6% 

11.8% 

11.0% 

11.0% 

28.2% 

18.7% 

17.3% 

20.0% 25.0% 30.0% 

26.3% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 

図 5 実習に関する感想
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うまく話や説明ができなかった

もっと質問するべきだった

集中力が途切れてしまった

基礎的、応用的な知識が足りなかった

積極的に行動するべきだった

'20% 

10% 

18% 

刈
16% I 

i

!

 
自ら考えて仕事をすることができなかった~----------~ 9% 

仕事に慣れず、周りに迷惑をかけてしまった '---------，---' 6 % 

元気よく挨拶できなかった こ二二=コ 4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 

図 6 実習に関する反省

表 6 イ ンターンシップ実習生に対する個人別評価 (5 段階評価， 回答数 123)

評点 平均点

評価項目 大変良い やや良い 普通 やや劣る 劣る
5 4 3 2 

勤務状況(欠勤， 遅刻 ， 相対などの 90 23 7 2 
4.6 

状況) はいかがでしたか? 73.2% 18.7% 5.7% 1.6% 0.8% 

勤務態度(言葉遣い， 挨拶，返事な 59 34 22 6 2 

どは) はいかがでしたか? 48.0% 27.6% 17.9% 4.9覧 1.6% 
4.2 

実習内容はよく理解できていました 40 48 32 3 。

か? 32.5% 39.0九 26.0% 2.4% 0.0% 
4.0 

仕事に対しよく実行・行動 ・努力し 42 48 29 3 

ていましたか? 34.1% 39 .0九 2.4% 0.8% 
4.0 

23.6% 

仕事は正確で良い結果を出してい 31 53 35 3 
3.9 

ましたか? 25.2% 43.1% 28.5% 2.4% 0.8% 

創意工夫の姿勢は見られました 23 45 44 10 

カ\ ? 18.7% 36.6% 35.8% 8.1% 0.8% 
3.6 

仕事に対する積極性はいかがでし 34 42 34 12 

Tこか ? 27.6% 34. 1 先 27.6% 9.8% 0.8% 
3.8 

責任感を持てていましたか?
39 44 37 3 。

4.0 
31.7% 35.8% 30.1% 2.4% 0.0% 

協調性はいかがで、したか?
34 54 29 4 2 

27.6% 43 .9九 23.6% 3.3% 1.6% 
3.9 

全体評価
44 52 23 4 。

4.1 
35.8% 42.3九 18.7% 3.3% 0.0% 
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8. インターンシップ実習の評価(受入企業，訪問教員)

イ ンターンシップ終了後，実施状況をできるだけ詳しく

調査して問題点を把握するために，昨年と同様に受入企業，
参加学生および訪問教員に対してアンケート調査を実施

した . それらの結果について以下に述べる .

8. 1 受入企業による実習生の評価

単位認定のため，学生の実習状況の評価を行う必要があ

る . そのため企業の実習担当者に依頼して，個々の実習生

の実習状況に関する評価を求めた. 評価は 10 の評価項目
について 5 段階で評価するものとした. その結果(回答数
123) を表 6 に示した. 全体評価の平均点は，昨年よりも

O. 1 下がり 4. 1 であった. 個々の評価項目の平均点を比較
すると， r勤務状況J と「勤務態度」 は昨年と同じ値であ

ったが， r倉IJ意工夫」と「積極性J は一O. 1, r内容理解J ，
「実行 ・ 行動 ・ 努力J および「責任感J は-0. 2 ， r正確さ J

と「協調性」 は一O. 3 となり 、 全体的に昨年を下回る評価

であった. さらに，各評価項目においては， rやや劣る 」
の評価を受けた学生の比率が， r勤務態度J および「協調

性」を除いた全ての項目で増加していた (昨年度 : r勤務
状況J : 1. 0%, r勤務態度J : 5. 1札 「実習理解J : 1. 0弘「実

行 ・ 行動 ・ 努力J : 1. 0札「正確さ J : 0丸 「倉IJ意工夫J : 2. 1弘
「積極性J : 3. 0弘「責任感J : 2. 0覧， r協調性J : 4. 1札「全

体評価J : 2. 1覧) . 特に r積極性」 と r~IJ意工夫J におい
ては昨年よりも倒程度上昇しており，受身の姿勢で実習

に参加し， 積極性に欠ける学生の割合が増加したものと思

われた. 一方 r大変良し、」の評価を受けた学生の割合は，

f勤務態度J は昨年と同様であったものの，他の全ての項

目が昨年を下回っていた(昨年度: r勤務状況J : 78. 6札
「実習態度J : 48.0%, r実習理解J : 41. 8弘 「実行 ・ 行動 ・

努力J : 48. 0弘「正確さ J : 39 . 8略， r翁IJ意工夫J : 19. 4%, r積

極性J : 35.7免， 「13任感J : 43.9弘「協調性J : 49.0丸「全
体評価J : 44. 9先) .特に顕著な低下が認められたのは， r協

調性」 に対する評価であり，コミュニケーションカに問題

が見られた学生の割合が昨年よりも増加している傾向が

認められた.

表 7 にはインターシップ実習生に対する個人別評価の

所見と して述べられた主要なものを示した.多くの学生に
ついては積極的な行動が評価されていたが， r挨拶ができ
ないJ ， r積極性に欠ける J ， r コミュニケーションをとって

ほししリ等の問題点を指摘する意見も多く r仕事内容を
理解せずに参加したのではなし 、かJ ， r同じことを何度も聞

いてくる.メモをとらないJ ， r年配者や初対面者に対する

言葉遣いに注意すべき J ， r他人への配慮 ・ 気遣いが足りな

し 、」 といった指摘も見受けられた.表 6 の結果を改善する

ためにも，今後，実習前の事前教育で，社会人と してのマ

ナーを徹底させる指導が必要であると考えられた.
8. 2 受入企業によるイ ンターンシップの評価
受入企業担当者によるインターンシップに閲する評価

結果を図 7 に示した. 昨年同様， いずれの項目も， 90覧以

上の回答が「適切j あるいは「ほぽ適切」 という結果とな
った . 今年度は， 3 つの項目で「不適切J が 0. 0犯となりこ

の点については昨年度と比べると改善されたが， 昨年度と

今年度の結果と比較すると 「実習内容J については 「不適

切j の割合が 3. 刊から 7. 7犯に噂加しているため， 実施内
容について見直しが必要である . また r実習態度J につ
いては「不適切」 の割合が昨年度 8. 0%から今年度 4. 聞と

減少したものの，この点については，事前研修の強化や，

イ ンターシ ップを受けるのに相応しくない学生の受け入
れ見合わなどの措置も引き続き必要と考えられる . しかし，

「実習内容J について「不適切」 と回答した一部の企業か

らは， r怪我をさせられなしリ ， r学生のやりたい仕事とマ

ッチングしなし、J ， r仕事内容を理解せずに参加しているの

では」 などの意見が出ており，これらの点は来年以降の実
施にあたっての検討課題といえる ，

8. 3 学生によるインターンシップの評価
参加学生達自身によるインターンシップに対する評価

結果を図 8 に示した 「実習内容J ， r実習環境J ， r指導内

容」の満足度は昨年と同様高くなっており，また「適切J ，

「ほぼ適切J ， rやや不適切J ， r不適切J の回答数の比率も，
昨年度とほぼ同じであったが r実習内容J について 「不
適切J という割合が O. 邸あったため， r実習内容J に関わ

る事項については検討が必要である . 例年 11 月に学内で

開催される，参加学生によるインターシップ報告会では，
短い期間のインターシップの中でもさまざまな体験を得

たことが報告され，また，そのことにより学生が一歩成長
した様子が見られたのは喜ばしいことであった. この体験

が学生の就職活動をはじめとした今後の人生に役に立つ

ことを願ってやまない.

8. 4 実習先訪問担当教員の報告
平成 27 年 8 月 7 日 ~9 月 24 日の期間， 本学教員 47 名が

61 社の実習先企業を訪問し， インターンシップ先への御

礼のご挨拶と本学学生の実習状況を確認した. 具体的には，
各企業のイ ンターンシップ学生の受け入れ担当者および

実習学生本人と面談し，仕事の内容，状況，学生の対応など
の観察 ・ 聞き取 りを行った. その後，教員にはアンケー卜
調査が実施され，インターンシップ先での学生の実習への

取り組み，意欲，そして，インターンシップ先企業の実習内

容， それぞれに対して回答することが求められた. アンケ
ート結果を，図 9 から図 11 にまとめる .

図 9 は，学生の実習への取り組みに対する教員の評価結

果を示す.教員は 93.4%の学生の取り組み(非常に真面白
である 72.1%+真面目である 21. 3%) を真面目であると評
価していた. この割合は，昨年度の割合(非;常に真面目であ

る 74. 0%+真面目である 22. 0%=96. 0%) とほぼ同じであ
った

図 1 0 は， 実習生の意欲に対する教員の評価結果を示す.
教員は 93 . 4%の学生が意欲的に取り組んでいる(非常に

意欲的 67 . 2%+やや意欲的 26. 2%) と評価していた. この
割合も ， 昨年度の割合(非常に意欲的 82. 0%+やや意欲的

14.0%=96. 0%) とほぼ同じである.

図 9 と図 10 の結果を総合すると，インターンシップに参
加 した今年度の学生の実習態度は、昨年度の学生と同程度

に，真面白 ， かっ，意欲的であると教員は評価したといえる .
図 11 は，インターンシップ先企業の実習内容に関して，

訪問教員が 4 つの問に対して回答 した結果を示す. その 4
つの聞とは， (a)教育的であったか， (b) 実習プログラムは

充実していたか， (c) 指導状況は良好か， (d)指導困難な様

子はなかったか，である . 図 11 に見られるように，全ての

項目において， rそう思う J , rややそう思う」の評価合計

が概ね 80%を超えていた. この結果から，実習内容や，企
業の指導者と学生の関係は， 第三者である教員から見ても，
概ねポジティブなものだったといえる . なお， r (d)指導困
難な様子はなかったか」という項目に対して rそう思わ

ない」 としづ回答が 10%程度あったが， この結果に対する
解釈は慎重にならなければならない.このことは， rそう
思わなし、」と回答した教員の個別の所見では， (d) への回答

と矛盾して， r非常に丁寧に指導いてもらっているJ とい

う回答が見られたことによる.さらに，別の教員から「質
問事項の (d) は答え方が分からなし、j という指摘もあった.

これらの点を考臆すると， (d) に関する結果は r指導困難
な様子はなかったか」と い う否定表現に対して， 一部の教

員による混乱を反映していた可能性がある . (d) の質問項
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自の表現については次年度，修正しなければならない点と
いえよう .

最後に，訪問教員による訪問所見をまとめる.昨年度と

同様， 多くの教員はインターンシップの効果に関して肯定
的な意見を提出していたが，以下のような今後解決すべき

意見も散見された.
-学生側と受け入れ側との想いの聞に，多少のミスマッチ

があったかもしれない.

-受け入れ部署が 2 箇所しかなく 一度に複数の学生を受け

入れることは難しく期聞をずらしての対応にならざる
を得ないということであった.

80.0、

60.0、

40 

~ 40.0" 
恩
匙

20.0'0 

0.0¥ 

6 1.2、

適切 tまぽ適切

-今のところ本学の学生は特に問題はないが挨拶・服装に
難のある実習生もいるとのことでマナーについての事
前学習はきちんとやってほしいということであった

・コミュニケーション能力が必要とされている現場で，学

生も実感できている様であった.

-現在参加している学生に関してはコミュニケーション能

力の欠如を指摘された.

これらの意見から，学生個人と企業とのマッチング，学生
の礼儀やコミュニケーション能力などが重要な課題であ

ることがわかる . このような貴重な意見を基に，来年度以
降のインターンシップを，就職活動の支援，就職への意欲向
上，そして学生の今後の社会人としての活動の紐となるよ

うに，種々の改善を行っていきたい.

ロ実管内容

回実習態度

口実習全般

0.0唱 。。、 0.0、

やや不適切 不適切

図 7 受入企業担当者によるイ ンターンシップへの評価

表7 インターンシップ実習生に対する個人別評価の所見

<積極的な行動が評価された>

真面白に取り組んでいて大変良かったと思います.

予定しておりま した期間内で，台風の影響で困惑させましたが，一生懸命取り組んでいただきました.

積極的に仕事を理解しようとする姿勢が見られま した.作業を改善してくれるなど大変貢献してくれました.

最初は緊張のせいもあり遠慮がちでしたが，徐々に主体性を発揮し卒なく 取り組むことができたと思います.

ただ，本来能力があると思いますので，目標を持って取組み成長に繋げていただきたいと思っております. よい習慣

化を期待しております.

積極的に質問やコミュニケーションを図ることで，一眉様々な事を学び感じることができていると感じました.

協調性を持って作業に当っておりました. 農業に対する質問もあり社員が具体的な説明を致しました.将来の職

業選択に役立ったことかと思います.

どんな作業も真面目に行い一つ一つの業務をやり遂げる達成感を実感してもらえました.

期間が短かったため、慣れてきた頃に終了という感がありました. はじめは少し大人しい印象を受けましたが，笑

顔での接客ができていました. 子供の接客とし、う特殊な業種の中で，慣れようとする努力が見られました.色んな

業種の仕事があること，それぞれのやりがいや楽しさ，厳しさがほんの少しではあ り ますが，体験できたのではと思
います. 夏休みの忙しい時期に積極的にお手伝い頂き，当方も本当に助かりました ありがとうございました.

3DCADの操作概念をよく理解でき，課題を要領よくこなせていました.途中からは他者の応援に回るなど，協調
性も概ね良好だったと思います. 挨拶と返事がしっかりと出来ていて，とても印象が良かったです.

積極的に学ぶ姿勢が見られま した . 大変良くやってく れま した .

疑問に思ったことは積極的に質問していま した . 声が大き く ，常に笑顔であったため，好感の持てる学生でした .

全般的に高いレベルで実習をすることができており ます.楽しんで取り組むことができている為，成長も実感され
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たのではないでしょうか?また気付きが多く，自己観照もできる学生だと思います. 是非，大局観，多面的に事象を捉
えるよう努力してみてください. 更なる成長を大いに期待しております.

挨拶と返事がしっかり出来ていてとても印象が良かったです.

大変期聞が短い中での実習でしたが，その限られた時間の中で実際に「大雨警報J による災害対応に当たるという

貴重な体験ができたと思います.この災害対応の時に感じたかもしれませんが，どんな職種の仕事でも， r顧客J , 
私達で言うと 「市民j からの様々な要望を的確に把握するとともに優先順位を判断し迅速な対応が求められます.

便利な世の中になればなるほど，これからますます住民ニーズは高まりを見せることは間違いありません これか

ら本格的に就職活動が始まると思いますが，信念を持ってやり遂げられる仕事を見付けられるようこれから頑張っ
て下さい

加工，機械操作，段取りなどを素早く理解できており，順調に仕事していました. 自ら機械や工具に興味を持ち，質問
に対してもすぐに返答できていてやる気を感じました. 前向きで作業態度も良かったです.

個別で話をすると，声が小さく心配していま した.しかし，従業員全員の前で自己紹介をした際，大きな芦で、はっきり

と自分の意志を伝えることが出来ていました. 実習中，積極的な行動が目立ちました

言われなくても始業就業時の挨拶が出来ていました

一層物事を明確に伝えることができれば，更に色々な考え方や知識等を聞くことができたように思います

初日から挨拶が良く，印象に残り ました. 担当者が説明をしていると
ていて，仕事に対するこだだ、わりや前向きさが感じられました. 将来の夢ややりたい仕事のことも話してくださり，積

極的で‘良かったです.

言われなくても始業就業時の挨拶を実行できました.

今回の実習で，機械加工でのライン作業を問題なく実施することが出来ました.また，作業をしながら製品を加工し
ている様子の観察や機械名，ツーノレ名点IJ定具の使い方など，様々な知識を前向きに党えようとしづ姿勢に好感が持

てました.日や週のレポートで党えた知識のまとめ方も社会人としての仕事の一環として指導させて頂きました .

短期間でしたが，今回の実習で感じ得たことを今後に活かして頂きたいです

実直に向上心を持って作業に当たっていました.インターンシップ終了後も 8 月末まで、アノレバイ ト生として留ま
り種々の体験をされたと思います.

与えた課題の意図を正確に捉えられず苦戦していました. 責任感が人一倍強いせいか，何とか一人で解決したい と

いう傾向が強くみられましたが，指導により仕事での協調性の大切さについて理解していただけたと思います.

受け答えに対してはっきりと大きな声で答えられ与えられた仕事に対し責任感を持ち楽しみながら取組めた.

今回の実習では，スタータ一部品の製造ラインで自動車部品完成品箱詰め作業及びラインオベレーター補助作業を

行って頂きました.品質教育や実際の現場作業で，安全作業，正確な作業の大切さを理解して頂けたと思います. ま

た，ロボッ ト システムに大変関心があり，多くの質問をするなど熱心な姿にとても感心しました. 今後，専攻されてい
る勉学に活かして頂きたいと思います.

電子部品の調査選定に興味を持って熱心に取り組んでおられました. 言葉泣い，返事もはっきりされており，大変好
印象を持ちました 今後のご活躍を期待しております.

実習については説明した内容を理解して正確に作業出来たと思います.実習以外の面でもう少し積極性があると
良いと思います.

周りを見ながら気付き，先回りして取り組めていたと思います. 声が小さい点、は必ず直 した方が良いと思います.

業務を通して，正確にかつ真面目に取り組んでいた.

課題や実習に取り組む姿勢，自発的に質問する積極性は評価出来ます.プレゼン資料製作においては，Overtime の
作業も苦とせず，アニメーション等を駆使して完成度を上げようとしている姿も好感が持てます，フォームメ ール
が届きました.

アジサイ の手入れにすごく達成感を感じてもらえたようでした.普段しない作業に興味を持ってもらえました.

やる気，意欲が感じられとても良かったです

興味を持って作業を行っており，休みの日にはお寺や神社巡りも行くみたいで、，最終日にはご朱印も書いてもらい

ました.

電気電子工学科ということで，当社の機械系のお仕事に対応できるか心配していましたが，概ね問題なくこなせて
いたと思います.

どの業務においても真面白に取り組んでおり、チームのメンバーとも進んでコミュニケーションを取っておりま
した.

特に電子回路の分野で‘は，持っている知識を十分に活かし，難しい課題にも積極的に挑戦していま した 目 理解カにも

優れており，基本をすぐに習得して応用編に活かすことができており，全ての分野の課題をクリアすることが出来
ていました.どんなこ とに対しでも『素直に学ぶ姿勢』がとても素晴らしいと感じました.

電気工事に対し興味を持っており，前向きな姿勢に見えた.態度もいつも笑顔で，事ある ごとに『ありがとうござい
ます』と発言し印象がとても良かった 実習態度も大変真面白で，とても好感が持てました.

とても礼儀正しく真撃に仕事をしていただき，環境政策課としても非常に助かり ま した.も う少 し居て欲しいぐら
いでした. ありがとうございました.

協調性を持って仲間とも溶け込み，積極的に仕事を習得する姿勢が感じられま した.
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実験から結果のまとめ，プレゼンまで，積極的にインターンシップに参加してもらい，インターンシップに参加した

目的を達成できた様で，良かったと思います.

慣れるまで少し時間がかかりま したが，真剣に取り組んでいました.

任された業務については，責任を持って取り組みました. 子育てを取り巻く現状の一部ですが，この経験が今後の進
路に少しでも役立てればと期待しております.

事前課題に対する取り組みが，過去で最も良かったと思います.インターンシップ中も積極的に取り組んでいただ
き，インターンシップに参加した目的を達成できたとプレゼンで発表していましたので，良かったと思います.

従業員とも積極的にコミュニケーションをとるなど，前向きな姿勢が感 じ られました.

明るく感 じの良い人柄でした.次に何をやればいいかを聞き，メモを取り積極的に動いてくれました.

夜間のスポーツ教室にも積極的に参加してもらいました.

勉強されていることと，少 し当社でのイ ンターンシップ実習内容が異なっており，苦労されたと思いますが，積極的
に取り組んでくれていたように感じました. 少しでもこうした業界のことに興味を持っていただけたとしたら嬉

しく思います.短期間，広く浅くの実習で大変だったと思いますが真面目に取り組んでいただけました. 挨拶もし

っかりでき，IT 分野の知識も豊富で優秀だと思います. コミュニケーション能力をさらに高めることにより，より立

派になると思います.

ソフ ト ウェア開発が主な研修内容でしたが，要求仕様に対して独自の視点での工夫が見られ，創意工夫の前向きな

姿勢が感じられました.

施設実習では，患者さんの視線の高さに合わせた声かけ，身体にやさしく触れながらの傾聴など，初めて介護という

仕事に携わったのが不思議なほどの積極性があった. 業務内容も覚えが早く，2 日目からは，2 手， 3 手先を考えて補
助に入っており，自分自身が行うべきことを考えて率先して行ってくれていた . í人と接する仕事がしたいj という

気持ちを大切にし，これから自分がどうありたし、かをゆっくり考えて欲しいと思う . 得意，不得意を自分なりに理解

している様子なので，不得意な部分は今より意図的に取り組むようにすれば，今よりもっと思考の幅が広がり，様々

なことに取り持且めるようになると思う .

どの実習内容についてもまじめに取り組んでおりやる気のある学生さんでした. ありがとうございました.

細々した雑用から子供達が制作した映画に出演したりと大活躍でした 真面白に取り組んでいただきありがとう

ございました. 仕事を行っていく上での心構え等をしっかり持ち，今後の活動に生かしていってく ださい.

素直な姿勢で責任感，積極性をもって業務に取り組んで、下さいました.グラブイツクデザインでの就職は専門的に

学んだ美大生や専門学生が中心の採用となり ますので，就職活動が始まるまでにデザインとアプリケーションの勉

強をして作品集を制作される事をお勧めします.

ワークショップの企画運営という難しい仕事を率先してやっていただきました.ありがとうございました. 短期
間でしたので上記項目中，(5)の結果や(6)の創意工夫といった面で良い評価結果とすることはできませんが，勤務態

度やこちらからの指示に対して，メモを取る姿や其撃に業務をこなす姿から非常に好感が持てました. 今後も是非

頑張って下さい.

第一印象から好感を持てました.挨拶は特に良いと思います. 対応する人の目をしっかり見て丁寧に答えていま

した . わからないことは積極的に聞き真剣に取り組む姿を見せていただきました.インターンシップで何名かを
担当させていただきま したが抜群の評価をしたいと思います. f.t校のコミュ ニケーション教育の素晴らしさを感
じさせられました.また自分の子供にもインターンシップ実習生の話をしました. とても良い人に会えました.

<問題点の指摘があった>

・ 会社組織や仕組みなどを知りたがっていたようですが，当初はその希望もわからず現場作業に従事しておりまし

た.後半に時間をとって対応しましたが，本人もどうして良いのかわからずに困惑していたと思います. 事前に本

人とのすり合わせが必要だと感じました.

もう少し積極的に行動と社員とのコミュニケーションをしていただけたら良かったと思います.

大学で学んでいる事と今回の実習業務が全く違う為，興味関心が薄い指示された作業は確実に出来るが，それ以外

の事は興味関心がない. これまでの人生でも，これからの人生でも経験することがない仕事かもしれないのだから，

その期間だけでも積極的に興味関心を持って体験して欲しかった.

最初は暗くて大人しい印象を受けましたが，理解が早く，一人でできていました. 旋盤工に向いていると思います.
真面目にこつこつと作業をしており ，皆より多少時間はかかりましたが，最後までしっかりとやりきってくれまし

た.もう少し相手を見て話すことが出来れば，さらに良かったです.

骨折の影響があったのかもしれませんが、 率先して行動を起こすことがあ りませんでした. また，社内での挨拶が

出来ないことも残念でした

控えめな印象を持ちましたが，積極性や，自発性が更に出せると良かったように思います.

・安全面に配慮した仕事ができていて，同じ工程を繰り返す作業も忍耐強くやっていました. たまに落ち着きがなく，

担当者が話している際によそ見をしていることもありました. 丁寧で飲み込みも早いですが，もう少し積極的だと
良かったです.

・イ ンターンシップを受けるのが初めての職場もあ り ，教え方が下手なところもあったようで，申 し訳なかったと思

います そのよ うな時に こ そ，質問や突っ込みが欲 しいですね.大人しいところがありますね.
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与えられた取り組みは真面白にこなして く れました. 積極性に欠けていると感じました. また挨拶(干土内)がなかっ
たことが残念で、 した .

コミュニケーション(挨拶 ・ 報連相など)が率先してできない部分があった. 慣れない環境であるため仕方がないが，
挨拶はしっかりして欲しい.

・ 解らない所の質問等が少ないよ うに感 じま した

緊張 しているせし 、か芦が小さい. こちらからの閉し 、かけにも反応が鈍い. 多分，当社の仕事内容を理解せずに参加

したのではないかと思う . それでは，何も得られないのでは ?

・ 年配者や初対面者と接する際の言葉使いに注意したほうが良いと思います. 良く 取れば，何でもフランクに発言す

る積極的な若者となりますが，悪く 取ると，思慮の浅い無礼者と受け取られます.

・ 指導している中で，早とちりする処が有りま した .

全体的に真面白に取り組むことができております. ただ控えめな性格，自信がない為か前に出てくる場面が少ない

よう感じました. ただ思慮深さはあり ，発言にも周囲が驚ろかせられる部分もありました. 弱みを克服しようとす
る姿勢もすばらしいと思います これから多くのものを主体的に経験し 自信と達・成感を味わってください. 期待

しております.

もう少し積極的に行動と社員とのコミュニケーションをしていただけたら良かったと思います.

接客はよく，ハキハキ大きな声を出している . 閉じことを何度も聞いてくる.メ モをとらない

言葉遣い&勤務姿勢は良かったが，挨拶，他人(お客様など)への配慮 ・ 気遣いが足らない点があった.

・ 指導担当者が離席することが多い中，他の社員に相談するなどして，期間内に問題解決することができていま した .
少ない時間の中で指導担当者への相談 ・ 報告も漏れの無いよう工夫して頂ければよ り良かったかと思います.

・ 実習内容(wordpress インス トーノレからお知らせ表示プログラム，お問い合わせフォーム制作)まで一通り期間内で
制作が行えました. さらに使いやすくするにはどうしたら良し、かなど使 う 人目線で考えられ工夫できればもっと

良いかと思います.

コミュニケーションをしっかり取り，相手が何を求めているのかを把握することを今後も心掛けて行って下さい.

事前予習の実施や不明点に関 して自ら調査を行う点など，積極的な行動が見受けられ，大変良かったと思います.

1 点，実習結果に対して，自信が持てない面があり説明を求めた際の声が小さ くなってしまう傾向があり ま した .

一生懸命，積極的に動いて くれました.次に何をやるかを聞き前向きに取り組んでくれま した . 頭髪，ネクタイの締

め方等，見た目の意識がもう少し必要です.

もう少し元気があると良いです. 仕事ぶりについては、正確で丁寧な印象です.

9. 平成 27 年度インターンシップのまとめ
本年度のイ ンターンシップの取り組みを振り返り，以下

のようにまと める .

9. 1 事前研修について

今年度の事前研修は， 一昨年度，昨年度と同様に 3 固と
した.全学的にもキャ リ ア形成教育も進んでいることから ，

回数については 3 回の事前研修で必要十分であると考え

られた. 参加者数については，昨年度から特に第 l 団事前
研修への参加者が 200 名を超えるようになり ， 本年度は

245 名の参加となった. 特に第 l 回事前研修については，
今後とも本年度と同様に 300 講義室以上に大きなキャパ

シティのある講義室の確保が必要である. なお各学科， 学
部別の学生の参加率についてみると ， 総合情報学部の 2
学科については， し、ずれも昨年度の参加者数を若干上回っ

たが，理工学部の 3 学科(機械，電気電子，物質生命)に

ついては昨年度の参加者数より上回っているインターン
シップ参加が就職活動のマストになりつつある昨今の状

況を学生自身は理解していると思われる . このような好状
況を生かすべく ， とにかく第 l 回の事前研修には参加して

もらえるように， ガイダンスの機会なども活用して様々な
方法で学生へのア ピールを今後も強化すると共に，社会人

としての自党を促す必要がある .
9.2 実習受入れ企業数について

今年度は依頼企業の状況を分析し， 受入れの可能性のあ

る企業に絞って依頼を行ったまた，卒業生の就職先の中
からもインターンシップ受入れの可能性がある企業を選

別し，昨年度と同じ計 550 社に依頼を行った. この結果，
104 (昨年度は 96) 事業所， 228 (同 226) 名分の実習テー

マ受入申 し込みがあった.このよ うに， 受入企業社数，人

数については， 昨年度を上回る数の実数を用意し，本年度
のインターンシップ参加者数は過去最高を記録するに至
ったものの， 大学の講義のノ リ で出席すればよいという感
覚で参加する学生が増えたことは残念で、ある . インターン

シップ参加が就職活動のマストになった昨今の状況を本
学の学生にも広く自覚させ， 質の高いインターンシップ体
験にしていくためには，事前のマッチング会や助言教員の

企業訪問を通じて，より厳しい，ためになる実習を企業サ

イドにもお願いしていく必要がある .

9. 3 インターンシップ実習の評価
受入れ企業および学生自身の評価においては， 例年「積

極性L rコミュニケーション能力」などの不足が指摘され

ているが， 20 15 年度はこれに加えて 「創意工夫」 と「積

極性」 の不足についての指摘が大幅に増加した. もちろん

学生個人による差が大きく ， 学生の大半は真面目に参加 し

ているのだが， 今回初めて 5 名の無断欠席 ・ 遅刻による不

合格者が出たことを考えると， イ ンターンシップの事前研
修で、はハッキリと「大学の講義とは異なる社会人体験」で

あることを訴える必要がある . 入学時からのキャリア教育
全般や， PBL ， アクティブラーニングの手法などを取 り

入れた初年度からの地道で継続的な指導がますます重要

であると考えられる . 大学全体として， さらなる改善に取
り組む事が必要である .

9 . 4 春期インターンシップについて

過去 3 年間に引き続き， 201 6 年春も春期インターンシ

ップを行った.春期インターンシップについては事前のア

ンケー卜で受入れ可能と回答のあった企業に加えて，夏季
インターンシップ実施時に春季も受入れを検討下さる意
向を表明されていた企業 57 社 (2015 年は 51 社)に受入
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れ依頼状を送付し， そのうち 28 社(同 27 社)からの受入

れ申し込みがあった. 学生募集については 2 年生， 3 年生
を中心に募集を行い，第 l 回事前説明会には 35 名(昨年

は 12 名)の参加があったものの，最終的に実習を行った
学生は 5 名(昨年度は 6 名)であった.
事前説明会の参加者数多かったにもかかわらず， 最終的

は参加者が昨年並みに留まった理由 としては次のものが

考えられる .

• 3 年生についてはすでに夏季において参加した学生が
多くなっている

. 201 7 年春卒業学生の就活 日程が 2016 年度より前倒 し

になっており ， 3 年生は 2 月以降は就職活動に入ってし

まっている
- 就職活動に積極的な学生は，企業が独自に行っている
1 day インターンシップ等の行事に自主的に参加するよ
うになっている

• 2 年生に関しては，単位修得が 1 回きりであること，
夏のインターンシップに比べて企業数が少なく意中の

企業が参加していない

という理由が考えられる 目

過去 4年間，春季インターンシップを続けてきたが，夏

季インターンシップの参加者数が過去最高となり，不真面

目な学生も参加するようになっていることを考えると，イ
ンターンシップ参加者を増やすという目的は既に達して
おり，春季に数名程度の参加者のために費やす事務手続き

の手聞を考えると引き合っておらず，廃止する時期に来て

いると考える . 次年度以降についてはまた別の形で自主的
な学生の社会参加を即す施策を考えることとし，インター
ンシップ IVG を通じて各学科の意見を聞き，反対がないこ

とを確認した上で，本年度までのスタイルの春季インター

ンシップは廃止することとした

9. 5 その他
これまで，インターンシップ報告会については 10 月か

ら 1 2 月まで，燦々な時期に開催してきたが， 1 2 月では実

習終了からの期間が聞きすぎているという意見が多く出

されていた. 他方，報告会はできるだけ学生および企業担

当者双方の印象に残っている聞に開催することが望まれ
るので，その点では 10 月の開催には利点があった目 しか

し， 1 0 月開催ではプレゼンテーションで報告を行う学生

の指導を依煩した助言教員の一部からは，準備期間が少な

1~ 

80¥ 

20、

。、

源切 Iまぼ適切

すぎるという意見もあった.このため，本年度の報告会に
ついては 11 月 16 日に行った.次年度以降の報告会につい

ても ， 10 月末から 11 月上旬の聞に開催することが望まし
いと考えられる
なお本年度のインターンシップ実施に際しては 5 名の

無断欠席 ・ 遅刻による不合格者が初めて出た. また例年，

以上に積極性や創意工夫の不足を指摘をする企業が増え，

学生の資質や態度の問題等が指摘されている . さらに過去
においては挨拶に訪問する教員の応対等の問題が指摘さ

れたこ ともあった. 今後も事前研修等で， 学生にその点を

徹底するとともに，教員各位に依頼する際にも ， 念のため

丁寧な応対について，ご配慮いただくよう改めて依頼する

とともに， しっかりした指導を企業にお願いしておく必要
がある . 今後も事前研修や日常の教育の機会を活用して，
一人の学生の態度が，本学全体の評価を下げることも，ま

た向上させることもあるという点について指導していく
ことが大切である . 本年度は，実習中の事故や怪我の報告

が l 件あったものの，幸い軽微なもので済んだ過去にお

いても ， 深刻な事例ではないとはいえ，慣れない環境にお

いて，学生が事故を起した事例もあることから，来年度以
降も，事前研修等を通じ，事故発生防止の指導を徹底して

いく必要がある .
最後に，様々な大学の先行的な事例によって，より長期
のインターンシップや海外インターンシップなどが学生

のキャリア教育に大きな効果をもたらすことが明らかに
なっている . また，就職活動の一環としての企業独自のイ

ンターンシップ活動も盛んになりつつあるインターンシ

ップで企業とより深い関わりを学生に持たせることにつ

いては， 正課の授業との両立や海外の安全面の確保，費用

負担等の問題もあるが， コミュニケーション能力の高いグ
ローパノレ人材への産業界の要望も年々強くなっているこ

とから，本学に相応しい， 質の高いキャリア教育のあり方
について，今後のさらなる検討が必要であると考えられる

10. 謝辞
本年度のインターンシップ・プログラムを実施するにあ

たり，ご協力をいただいた企業および事業所の担当者の皆
さま，報告会で発表をご担当いただいた皆さんに心から感

謝致します.
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図 8 参加学生による実習内容，環境，指導内容への満足度
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図 9 実習学生の取り組みに対する訪問教員の評価
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図 10 実習生の意欲に対する訪問教員の評価
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